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３．事業の実施状況 

 
令和２年度奈良県計画に規定した事業について、令和３年度終了時における事業の実施状況を記載。 

事業の区分 ３．介護施設等の整備に関する事業  

事業名 【NO.1】 

奈良県介護施設等整備事業 

【総事業費】 

70,622 千円 

事業の対象となる区域 全圏域 

事業の実施主体 介護事業者等 

事業の期間 令和 2年 4月 1日～令和 4年 3月 31日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

高齢者が地域において、安心して生活できる体制の構築
を図る。 
アウトカム指標 
・消毒液等購入経費     1件 
・介護施設等への簡易陰圧装置設置経費支援  41カ所 
・介護施設等への換気設備設置経費支援       4カ所 
・介護施設等へのゾーニング環境等整備軽費支援  19カ所 

事業の内容（当初計画） ・県が介護施設等へ配布するマスク、消毒液、及び防護服
を一括購入する。 
・介護施設等における新型コロナウイルス感染拡大防止を
目的とした、簡易陰圧装置・換気設備の設置、ゾーニング
環境等の整備に係る経費支援を行う。 

アウトプット指標（当初

の目標値） 

・消毒液等購入経費     1件 
・介護施設等への簡易陰圧装置設置経費支援  41カ所 
・介護施設等への換気設備設置経費支援       4カ所 
・介護施設等へのゾーニング環境等整備軽費支援  19カ所 

アウトプット指標（達成

値） 

・消毒液等購入経費     1件 
・介護施設等への簡易陰圧装置設置経費支援  41カ所 
・介護施設等への換気設備設置経費支援       4カ所 
・介護施設等へのゾーニング環境等整備軽費支援  19カ所 

事業の有効性・効率性 アウトカム指標 
・消毒液等購入経費     1件 
・介護施設等への簡易陰圧装置設置経費支援  41カ所 
・介護施設等への換気設備設置経費支援       4カ所 
・介護施設等へのゾーニング環境等整備軽費支援  19カ所 
（１）事業の有効性 

・消毒液等の衛生用品の供給が逼迫する中で、消毒液等の
購入を行い、介護施設等へ配布することで、感染拡大防止
を図ることができた。 
・簡易陰圧装置や換気設備の設置、ゾーニング環境等の整
備に対する支援を行うことにより、感染拡大のリスクを低
減し、感染拡大防止を図ることができた。 
（２）事業の効率性 

・県が消毒液等の衛生用品を一括購入し介護施設等へ配布
することで衛生用品の調達の効率化が図られた。 

・調達方法や手続について行政の手法を紹介することで、
一定の共通認識のもとで施設整備を行い、調達の効率化が
図られた。 
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事業の区分 ４．医療従事者の確保に関する事業 

事業名 【No.24（医療分）】 

医師患者関係学講座運営事業 

【総事業費】 

0千円 

事業の対象となる区域 全圏域 

事業の実施主体 奈良県立医科大学 

事業の期間 令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31日 

□継続 ／ ☑終了 

背景にある医療・介護ニ

ーズ 

現在の医学教育において、主に慢性期における医師と患者の間のコミ

ュニケーションに係る教育が体系的になされておらず、医師が現場で

問題に直面しても、それぞれ個別に対応しており、在宅医療の質の向

上が図れていない。 

事業の内容（当初計画） アウトカム指標： 

病を持つ人をケアするこころをもち、病を持つ人の視点に立って診断、

検査、治療を行うような、医師と患者間のコミュニケーション能力の

高い医学生を養成  【Ｒ２年度中に１００名を養成（R1：112名）】  

アウトプット指標（当初

の目標値） 

奈良県立医科大学において、主に慢性疾患における医師と患者のコミ

ュニケーションを研究する講座を開設し、医学生に医療の実践的なノ

ウハウを習得させることにより、在宅医療に必要な素養を持つ医師を

養成。 

アウトプット指標（達成

値） 

医師患者関係学講義を１年間で６コマ開催 

事業の有効性・効率性 医師患者関係学講義を１年間で６コマ開催 

事業終了後 1年以内のアウトカム指標： 

 R2年度医師患者関係学講座受講医学生数：321名 

その他 （１） 事業の有効性 

 慢性疾患をはじめとした医師・患者関係を理解するための教育

を実施し、医師と患者間のコミュニケーション能力の高い医学生

を養成。 

（２） 事業の効率性 

 医学と心理学の専門家が協力して教育にあたり、病と向き合う

患者の心に寄り添う医師を効率的に養成している。 

 


